
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市三三 昭和61年 5月15日 NO.1055 

市政だより
-人口の動き

(前月比〉
人口(男)33，212 -278 

(女)36，166 -1 77 

(言十)69，378 -455 

世帯叡 20，527 - 37 

4月1日現在

多良缶サミット

端接舎
~第4回多良岳サミット.5月8日~

多民岳のふもとに位置する 長崎 ・佐費両県の関係3市16町ガ集まって 第守口の多民岳サミットを開催

黒木などの登山口から 山I買を目指し 午前11日寺会議場の 金宗寺前のベンチに集合

①多良岳の開発と保全②国道444号の開通促進 ③多良岳国定公園の実現を柱にし

文字通りのサミット(頂上〉ガら 素晴らしい発想ガ生まれるのが 期待されています
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(2) 勺むおお二二:昭和61年 5月15日二二二二三::::::::::二二 二二二二二二二二二二二 市政だより

お気軽にどうぞ

市内福祉施設・団体に5カ所

電話で受け付けます

現
在
、
大
村
市
で
は
福
祉
事
務
所

に
心
身
障
害
者
の
更
生
援
護
に
携
わ

る
専
門
相
談
員
2
人
が
常
駐
し
、
活

動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
回
、
さ
ら
に
援
護
の
手
を
十
分

に
行
き
届
か
せ
る
た
め
、
市
内
五
つ

の
福
祉
施
設
と
団
体
に

「大
村
市
心

身
障
害
相
談
所
」
を
開
設
し
、
心
身

障
害
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
、
電
話

で
気
軽
に
助
言
や
指
導
が
受
け
ら
れ

る
ト
守
つ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
め
か
電
話
相
談
所
u

は
県
内
で

は
初
め
て
の
試
み
で
、
各
地
設
の
指

導
主
事
な
ど
の
職
員
が
専
門
的
な
立

場
か
ら
相
談
を
受
け
、
市
の
福
祉
活

動
を
よ
リ
効
果
的
に
し
、
指
号
、
助

言
を
行
う
も
の
で
す
。

相
談
は
原
則
と
し
て
電
話
て
受
け

f 

( ) 

内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
こ

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
c

大
村
市
心
身
障
害
相
談
所
を
聞
く

施
設
、
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。
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村
市
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協
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三
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町
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の

部
、
か
改
正
さ
れ
ま
す

j

6
月
4
日
よ
り
施
行

j

近
年
、
情
報
化
社
会
の
進
展
な
ど
い
。

に
よ
り
、
国
民
生
活
も
著
し
く
変
化
③
請
求
に
係
る
住
民
(
必
要
な
人
)

し
て

い
ま
す
。
反
面
、
国
民
の
ブ
ラ
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ

イ
バ

シ
l
保

護

の

関

心

も

、

な

お

一

い

。

層
た
か
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

④
本
人
ま
た
は
、
同
一
世
帯
員
以
外

今
回
の
改
正
は
、
こ
の
国
民
の
声

の
人
で
、
住
民
票
の
写
し
に
、
世

に
応
え
る
た
め
に
、
住
民
票
の
写
し
帯
主
と
の
続
柄
や
、
戸
籍
の
表
示

の
交
付
や
、
閲
覧
な
ど
の
制
度
の
見
が
必
要
な
場
合
は
、
理
由
を
あ
げ

直
し
を
含
め
、

住

民

に

関

す

る

記

録

特

別

に

請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

の
適
正
な
管
理
を
図
る
こ
と
が
目
的
⑤
住
民
票
記
載
事
項
証
明
が
制
度
化

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
、
請
求
に
応
じ
証
明
で
き
ま

は
正
に
よ
り
、
住
民
票
な
ど
の
写

す

。

し
の
交
付
や
、
閲
覧
を
請
求
す
る
場
⑥
戸
籍
附
票
の
閲
覧
制
度
は
廃
止
さ

合
、
取
扱
い
が
次
の
よ

う

に

変

り

ま

れ

ま

す

。

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

以
上
が
主
な
改
正
で
す
。
誰
で
も

①
請
求
理
由
を
具
体
的
に
申
し
出
て
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
請
求
で
き
ま

く
だ
さ
い
。
(
た
だ
し
、
本
人
ま
た
す
が
、
偽
り
や
、
不
正
に
交
付
を
受

は
、
同
一
世
帯
員
な
ど
の
請
求
の

け
た
も
の
は
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

際

は

省

略

で

き

ま

す

)

ま

た

、

市

長

は

、

不

当

な

目

的

に

②
請
求
者
は
、
住
所
、
氏
名
を
は

っ

利
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
請
求
は
、

き
り
自
署
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ

拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

t
しさだく談相軽気おす

)

)

)

)

)

)

-啄
∞一一∞一∞一∞一∞一∞

軒
丸

5

2

5

5

5

6

』
F

マL

4

1

4
1

4

1

4

i

q

1

4
1

。

…
ゎ

~
~
~
~
~
~
問

一
陀

0

0

0

0

0

0

1U

』
F

いい
F

n
l
u

円
ペ

u

n

ハU

円

H
u
n
H
u
n
H
)

?
g』

-
無

t
t
t
t
t
t
つ

-
て

1

7

7

7

4

l

-7

一
六

日

日

巴

日

巴

巴

刀

叫
『
ロ
J

R
U
門

/
」

Q

U

A『

F
b
7
/

F
4
J

一
で

(
0
0
α
α
α
分

一

一

課

郎

一

創

談

談

談

談

談

談

同

一

報

相

相

特

…

伍

相

相

相

賀

相

』

-

t

E

ま

一

ナ

権

政

律

事

金

i
サ

一

〉

通

動

向

一

談

人

行

法

受

年

不

受

一
相

※

一
民

一
市r

s
6月
の
定
例
相
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日

ご協力くださし、)お手伝い (工事中ご迷惑をおかけしますが、明るいくらしの※下水道
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i市政だよりi

7
月
か
ら

ノ、 官

月
1 
岡

jの
量発
雲行
美に

zな
指り

:?山、afi事P21生ま
ib:ii円七日fiす
す 」

市
が
行
、
っ
諸
抱
策
や

事
業
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
広
報
紙

「市
政
だ

よ
り
・
お
お
む
ら
」
は
、
現
在
、
月

2
回
(
毎
月
1
日

・
日
日
)
発
行
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
、
時
代
に
即
応

し
た
広
報
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

見
直
し
、
検
討
を
行
い
、

7
月
号
と

し
て
発
行
分

(
6
月
お
日
発
送
の
予

定
)
か
ら
、
月
1
回
の
発
行
と
し
、

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

お

すか

持主盟主

お市政だより

人
権
擁
護
委
員

制
度
と
は
、
昭
和

弘
年
6
月
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
制

定
施
行
き
れ
、
国

民
の
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
に
見
守
る
、

い
わ
ば
民
間
人
に

よ
る
人
権
擁
護
の

番
人
と
も
い
え
る

制
度
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
日

常
生
活
を
営
む
、
つ

①
現
在
の
市
政
だ
よ
り
は
、
お
知
ら

せ
版
的
内
容
で
、
行
政
側
の
一
方

通
行
の
観
が
あ
る
と
の
批
評
が
あ

り
、
よ
り
、
親
し
み
の
も
て
る
広

報
紙
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

②
市
の
構
想
、
諸
施
策
、
事
業
な
ど

の
内
容
を
深
く
掘
り
下
げ
、
皆
き

ん
に
十
分
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
、
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す

え
で
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
、

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
で
、
い
つ
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
法
務
局
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
で
も
、

毎
月
第
1

木
曜
日
に
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

(
広

報
公
聴
課
)
で
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
相
談
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

(敬
称
略
)
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石
橋
正
夫

山
川
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哉

山
石
、
水

宏

さ
ん
の

ご
理
解、

し
ま
す
。

一
情
報
を

一

一

お
寄
せ
く
だ
さ
い
一

皆
き
ん
に
親
し
ま
れ
る

「市
政
だ

よ
り
・
お
お
む
ら
」
に
す
る
た
め
、

身
近
か
な
話
題
な
ど
を
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
あ
る
明
る
い
話

題
、
楽
し
い
話
、

ニ
ュ

ー
ス
な
ど
、

ホ
ソ
ト
な
情
報
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
政
だ
よ
り
に
対
す
る
ご

意
見
、
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
き

連
絡
先

-
)協
力
を
お
願
い

広
報
公
聴
課

a 

策震がを

/fif!i&ク~~働~

25#てな'ølJ~ざん

~ 
& ー

同

震

「
引
)
国
民
年
金
は
、
お
年
間
保
険
料

日

」
を
納
め
る
と
年
金
を
受
け
る
権

利
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
が

お
年
間
だ
け
納
め
れ
ば
、
あ
と
は
納

め
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
か
。

日川」
国
民
年
金
は
、
小
型
戚
か
ら

ω歳

月
ピ

に
な
る
ま
で
の

ω年
聞
が
加
入

期
間
と
な
り
ま
す
。
お
年
と
い
う
の

は
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た

す
た
め
の
最
低
必
要
年
数
で
あ

っ
て、

お
年
間
保
険
料
を
納
め
た
か
ら
と
い

て
、
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
が
多
い
ほ
ど
、
受
け
る
年
金
も

そ
れ
に
比
例
し
て
多
く
な
り
ま
す
。

よ
り
豊
か
な
老
後
を
送
る
た
め
に
も
、

で
き
る
だ
け
長
期
間
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金
課

年
金
係

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

※生命の 粉石けん尊さ諭す
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へん
い

ま
恒
夫
、

島
町
だ

御

代

書

じ
績

を
眼
司

時
沼

周
羽

現
在
、
児
童
手
当
並
び
に
、
特
例

給
付
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

6
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
の
前
年
度

の
所
得
や
養
育
な
ど
に
つ
い
て
、

6

月
1
日
現
在
の
状
況
を
確
認
し
、
引

続
き
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
っ
か
を
判
断
す
る
大
事

な
手
続
き
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
忘
れ
る
と
、

6
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑

・
児
童
手
当
、
特
例
給
付
現
況
届

※
受
給
中
の
人
に
は

5
月
末
頃
郵

送
し
ま
す
。

6月30日までです

-
厚
生
年
金
な
ど
(
国
民
年
金
を
除

く
)
の
加
入
者
は
、
.
事
業
主
発
行

の
年
金
加
入
証
明
書

・
児
童
が
他
市
町
村
に
い
る
場
合
は
、

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
、
監
護
申

立
書

・
昭
和
引
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
役
所

発
行
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

。
再
申
請
は

5
月
中
に

ω年
度
中
に
、
所
得
制
限
を
超
過

し
た
り
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
新
た
に

児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
、

5
月
白

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記
録
係

※
な
お
、
別
表
の
日
程
で
、
各
出
張

所
で
も
、
現
況
届
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

現況届受付日程

月 B 場 所

6. 10(火) 三浦 ・鈴田出張所

11休) 福重 ・松原・萱瀬出張所

12C柄 竹 松 出 張 所

13幽 西 大 村 出 張 所

。
新
制
度
該
当
者
も
5
月
中
に
申
請

を4
月
1
日
号
の
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
、
新
制
度
に
よ
る
申
請
を

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
人
も
、

5
月

中
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

時間 :午前 9時~午後 4時

持
ち
帰
る
ゴ
ミ
で
守
る

み

ん

な

の

海

海
洋
湾
染
防
正
推
進
週
間

6
月
5
日
j
刊
日

佐
世
保
漕
工
保
安
部

最
近
、
海
は
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
の
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ

汚
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

遠
い
昔
か
ら
、
海
は
多
く
の
資
源

を
わ
た
し
た
ち
に
与
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
海
を
、
い
つ
ま
で
も
残
す
の
が

わ
た
し
た
ち
の
役
目
で
す
。

海
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
、

美
し
い
海
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
子
供
や
孫
、
そ
の
ま

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
。

山
歩
<
山
に
い
つ
も
火
の
用
仙

j

林
野
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

j

緑
の
山
は
、
水
資
源
の
確
保
や
国
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

土
を
災
害
か
ら
守
リ
、
わ
た
し
た
ち
①
た
き
火
を
し
た
と
き
は
、
後
始
末

の
恕
の
場
と
し
て
心
を
な
こ
ま
せ
て
を
完
全
に
す
る

く
れ
ま
す
。

②
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す

一
度
燃
え
て
し
ま
っ
た
山
は
、
建
③
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
殻
を
投
げ
捨

物
な
ど
の
よ
う
に
短
期
間
に
修
復
で
て
な
い

き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
④
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
お
よ
び
枯
草

田
年
、

1
0
0
年
と
い
う
長
い
歳
月
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
マ
ッ
チ

が
必
要
で
す
。

を
使
っ
た
り
、
た
き
火
を
し
な
い

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
⑤
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う

な
い
貴
重
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
注
意
す
る

る
た
め
に
、
山
で
働
く
人
や
行
楽
で
⑥
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
必
ず
許
可

山
に
出
掛
け
る
人
は
、
次
の
こ
と
に
を
受
け
る

署

昨
年
1
年
間
に
、

課

内
で
発
生
し
た

相

犯
罪
は

7
9
3
件

大

で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
犯

罪
を
防
ぎ
、
犯
人

を
つ
か
ま
え
る
た

め
に
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
な
く

て
は
で
き
ま
せ
ん
。

警
察
の
捜
査
活
動

に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

。
事
件
を
知
っ
た

ら
1
1
0番

円甘
一夜
を
問
わ
ず
、
市
内
を
パ
ト
カ

ー
な
ど
が
回
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
1
1
0
番
が
入
る
と
、
す
ぐ
急

行
し
ま
す
の
で
、
ま
よ
わ
ず
1
1
0

番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
被
害
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

ど
ん
な
小
さ
な
事
件
で
も
、
警
察

に
教
え
て
や
ろ
う
と
い
う
軽
い
気
持

ち
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

。
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

警
察
官
が
、
聞
き
込
み
な
ど
で
皆

さ
ん
の
所
へ
訪
ね
た
場
合
は
、
ど
ん

な
小
き
な
こ
と
で
も
教
え
て
く
だ
さ

い
。
ご
迷
惑
は
お
か
け
し
ま
せ
ん
。

品川

0
0
0

ι
ぃ
ο
w

o

-

-

F
b1
u
'
L仁川

、
4

V

F

H

H

合長崎② 88 3 5 ) 

犯罪捜査にご協力を

※自動車税の納期は 5月31日(土)です (問い合わせ:自動車税事務所
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金
利
、
が
下
り
ま
し
た

市
内
の
中
小
企
業
の
、

健
全
な
発
展
を
推
進
す
る

た
め
の
低
利
融
資
シ
ス
テ

ム
で
す
。

対

象

市

内

に
住
所
ま
た

は
庖
舗
を
有
し
、
同
一

業
種
を
l
年
以
上
経
営

し
て
い
る
人
。

中
小
企
業
振
興
資
金

運
転
資
金

限
度
額

5
0
0
万
円

貸
付
期
間

3
年
以
内

金
利

年

目
%
(
旧
日
%
)

保
証
料

川

%

設
備
資
金

限
度
額

5
0
0
万
円

貸
付
期
間

5
年
以
内

金
利
年
目
%
(
旧
日
%
)

保

証

料

け

%

※
市
内
各
銀
行
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
短
期
資
金

商
品
の
一

括
仕
入
れ
、
人
件
費
の

支
払
い
な
ど
、

短
期
的
に
必
要
な
と

き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

限
度
額

3
0
0
万
円

貸
付
期
間

1
年
以
内

金

利

年

目
%
(
旧
日
%
)

保
証
料

日

%

※
長
崎
県
民
信
用
組
合
で
取
扱

っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

商
工
観
光
課
商
工
係
、
大
村
商
工

会
議
所
(
宮
⑫
4
2
2
2
)

へ
お
気

軽
に
ど
っ
ぞ
。

ii
:
 
;
j
if温
g
p
'
&
4

，a
，z
a毒
筆
d

，.An&
魯匂‘，.侠

水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
健
康
で

文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
地
域
社
会
の

発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

「短
期
間
で
侃
か
る
」1
1

こ
の
言

葉
の
裏
に
は
、
「
し
か
し
危
険
が
と
も

な
う
」
と
い
う
言
葉
が
隠
れ
て
い
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

悪
徳
セ
ー
ル

ス
マ

ン
は
そ
の
こ
と
は
一
切
言
い
ま

せ
ん
。

「儲
か
る
」
だ
け
の
文
字
に
日
を
奪

わ
れ
ず
、
「
安
全
」
な
の
か
と
い
う
こ

と
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
忘
れ
な
い

で
く
だ
き
い
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
勇
気
を
出
し
て
断
る

「あ
ま
り
の
し
つ

こ
き
に
根
負
け

し
た
¥
つ
い
断
り
切
れ
ず
」
な
ど
と

い
う
後
悔
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
相
手
は
名
一つ
て
の
悪
徳
業
半
句

「
い
ら
な
い
」
「
契
約
し
な
い
」
と、

むおお市政だより(5) 

勇
気
を
も
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

②
見
知
ら
ぬ
人
は
玄
関
に
入
れ
な
い

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
中
に
は
、
H

玄

関
に
入
れ
ば
ほ
ば
目
的
は
達
成
し
た
々

と
う
そ
ぶ
く
も
の
が
い
ま
す
。
見
知

ら
ぬ
人
が
訪
ね
て
き
た
と
き
は
、
ド

と
い
う
行
為
は
、
契
約
に
合
意
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

寸
ち
ょ
っ
と
名

前
を
借
リ
る
だ
け
」
の
一
言
で
、
契

約
書
も
読
ま
ず
に
サ
イ
ン
を
し
た
ら
、

後
で
何
百
万
円
も
の
請
求
が
き
た
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
む
や
み
に

悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を

断
る
だ
め
の
五
つ
の
方
法

ア

・
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
つ
け
た
ま
ま

応
対
し
、
身
分
や
要
件
を
確
か
め
る

ま
で
不
用
音
ルに
ド
ア
を
開
け
た
り
、

玄
関
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

③
む
や
み
に
サ
イ
ン
を
し
な
い

サ
イ
ン
を
し
た
り
、
印
鑑
を
押
す

サ
イ
ン
を
せ
ず
、
書
類
に
は
十
分
に

目
を
通
し
、
納
得
し
て
か
ら
サ
イ
ン

を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
他
人
に
預
金
通
帳
や
印
鑑
を
渡
さ

な
し「わ

た
し
が
代
わ
り
に
銀
行
に
行

っ
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
親
切
ご
か

し
の
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
、
通
帳
と
印

鑑
を
渡
し
預
金
を
全
部
と
ら
れ
て
し

ま
っ
た
|

|
こ
ん
な
悲
劇
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
、
不
用
音
叫に
預
金
通
帳

や
印
鑑
を
他
人
に
渡
さ
な
い
よ
う
に

1
レヰナ
し
ょ
、っ
。

ま
た
、

預
金
高
や
財
産
の
話
を
む

や
み
に
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

久
l
i
li
--
illλ

人
1
1
11
1
1
1
1
k
¥ す

。
近
年
、
生
活
様
式
が
多
様
化
す

る
に
従
っ
て
水
需
要
が
増
大
し
、
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
村
市
で
も

第

8
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行
い
、
地

設
の
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
、
ふ
ん
だ

ん
に
使
え
る
水
l

l
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
に
、
水
道
の
水
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

水
は
無
駄
な
く
、
大
事
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希
望

の
人
は
、
水
道
部
管
理
係
(
宮

@
1

1
1
3
)
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

ご利用ください。※点字による通常郵便局の貯金内容の通知などが開始されました。

⑤
あ
ま
り
し
つ
こ
い
と
き
は
警
察
へ

い
く
ら
断
っ
て
も
長
時
間
ね
ば
り

続
け
る
よ
う
だ

っ
た
ら
、
警
察
へ
連

絡
し
ま
し
ょ
、っ
。

ま
た
、
少
し
で
も
お
か
し
な
話
だ

な
と
思
っ
た
ら
警
察
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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乳却児健康相談 萱瀬出張所17日

(刈

13 : 00 -16 : 00 

⑧ 9: 30-11 :00 ⑮乳幼児

妊婦教室(3) 市役所健康相談室

⑮妊娠中の栄養、お産・妊婦体操ほか

福祉センタ- 13 : 30 -15 : 30 

20日

幽

18日

制

13:00-15:00 

機能訓練根気の会

⑮ゲー トボール

成人健康相談 福祉センター

@⑮… 6日幽と同 じ

1歳 6か月児健康診査

19日

(木)

当番医

(内)大薗内科医院松並 1丁目 宮@5546 

(外・内)田崎医院古町 1丁目宮@ 1 2 3 4 

安産教室 市役所健康相談室 9:00-11: 30 

(⑧ 9:30まで) ⑮母子健康手帳、ズボン

一般健康相談 市役所健康相談室13:00 -16 : 00 

⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定

⑮みそ汁(汁のみ少々 )

乳幼児発達健52 保健所⑧ 9:30-10: 00 

⑪乳幼児の身体発育面、精神発達面などに不安

1日

(日)

2日

開)

を持っている人

乳幼児健康相談 松原出張所

⑧13: 30-15: 00 ⑪乳幼児

妊婦教室(1)市役所健康相談室

3日

(火)

⑧13 : 00 -13 : 30 コミ ュニテ ィセンター

⑪⑬…13日幽 と同 じ

13: 00 -16 : 00 4日

(柑
⑮は じめて母親となる心得、妊娠中の保健ほか

当番医機能訓練根気の会 福祉センタ-13 : 30 -15 : 30 

⑮菖蒲花見

5日

(木)
22日

(日) (内・胃)藤井内科医院東本町 宮@3878

(外・内)佐藤外科医院杭出津 2丁目 ftl@3070

妊婦教室(4) 市役所健康相談室 13:00-16:00 25日

(水)
⑮女性の生き方、絵本の読み聞かせ、家族計画

26日

(村

3歳児健康診査 コミ ュニティセ ンター

⑧ 9: 30-10: 00、13:00-13:30

⑪昭和57年12月生まれ(57年 6月-11月生まれ

で、まだ受けていない人も受診し てくださし、)

⑮母子健康手帳、問診票

成人健康相談 福祉セ ンター 13:00-15:00 

⑮40歳以上(主婦、自営業者など)⑮血圧測定ほか

当番医

(内・小)寺井医院 玖島郷 ft@ 3574

(外・内)牧山医院宮小路 2丁目 宮@ 78 3 1 

乳幼児健康相談 竹松出張所

6日

幽

8日

(日)

9: 30-11 :00 ⑮ 0-6か月 の乳児

13 : 00 -15 : 00 ⑮ 7か月以上の乳幼児

⑮離乳食教室 10:30より

育児相談

9日

(月)

⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

4歳 6か月健康診査

コミュニティセンター ⑧13:00-13:30 略号の説明

⑮H昭百和畔叩生ま針オ山

でで、、まだ受けてない人も受診し てく ださい
| ⑮-持ってくるもの ⑮…内容

⑮母子健康手帳、問診票、お子きんの歯プラン |
|当番医の診療時間

当番医 | 
9:00-18:00 

(内・小)長崎医院寿古郷 ft@ 86 1 5 

(外・旺)山道医院桜馬場 2丁目 ft@23 0 5 

当番医29 B 

(日)

保健所⑧ 9:30-10: 00 

⑮育児に不安を持ってい る人

妊婦教室(2) 市役所健康相談室 13 : 00 -16 : 00 

10日

(刈

11日

嗣
(内)与那城医院 池田新町 宮@ 55 7 5 

(皮・泌)黒木泌尿器科医院 西大村本町 宮@0211

γ . ， ，，.'( - .~ 
ム~-tD'-'，

、.J ¥I

-
※都合により、妊婦教室(2)と(3)の内容が入れ替ります。

13日

幽

15日

(白)

楽
し
い
戸
量
ガ
い
っ
ぱ
い

金
母
国
昌
見

日
同
司
刊
ω
日
ω

お
気
軽
に
ご
参
J

加
く
だ
さ
い

心
身
の
障
害
に
よ
り
保
育
所
や
学

校
な
ど
に
通
う
こ
と
が
で
き
な

い
在

宅
児
童
の
た
め
に
、
楽
し
い
集
い
と

遊
び
の
中
か
ら
児
童
の
自
立
と
協
和

の
精
神
を
養
う

こ
と
と
、
親
同
志
の

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

送
迎
車
困
難
な
人
は
市
が

復
路
の
み
負
担
し
ま
す
。

期
日

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
、
第

2
・
4
日
曜
日

時
間

午
後
1
時
1
4
時

場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー
保
育
室

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

い

月曜日 ~土曜日、午前lO~午後 5 時 )(諏訪保育園内、合⑮ 40 7 0 

健
康
徹
宵
講
演
会

期
日

5
月
幻
日
附

場
所

三
浦
出
張
所

講
演
会

時
間
、
午
後
1
時
初
分

演
題
年
令
と
骨
関
節
に
つ
い

て

講
師

牟
田
整
形
外
科
医
院

牟
田
義
人
先
生

健
康
相
談

(市
保
健
婦
)

時

間

午

後
3
時
か
ら

※子育て電話相談室
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‘第4目黒児童福祉施設球技大会(括、中央小ほか)

大村ライオンズクラブ主催で開かれ、向陽寮や

大村子供の家など8施設ガ参加¥女子ガバレーボ

ル¥男子ガ野球に熱戦を展開しましだ。なお¥

バレーボールは天山寮(佐世保市〉野球は太陽寮

(畠原市〉ガ優勝しましだ。

吋

J
-
4

占
'
俊
V
G
J
F
F

J

一ヅ

9忌⑩G)GJ]
5月31日(おまでです

①軽自動車税〈全期分)

(慈恵荘内、 いつでも受け付けます)

す
ば
ら
し
い
演
技
に
、
驚
き
の
声
(
%
、
市
民
会
館
)

福
健
省
雑
技
団
の
公
演
ガ
開
か
れ
¥
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
妙

技
に
¥
〈
一
五
場
を
埋
め
つ
く
し
た
市
民
か
ら
¥
歓
声
と
拍
手
、
ガ
続
い
て

い
ま
し
た
。

合⑮ 9658 

こどもの日おめでとう (Yz、乳児院) ↑ 

子供の巴を前に¥収入役らガ向陽寮¥乳児院¥大村|

子供の家宅E訪問。市からのプレゼントを渡しましだ。」

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

ニ
同
体
鐘
し
ま
す

大
ホ

l
ル
設
備
機
器
取
替
工
事
の

た
め
、
休
業
し
ま
す
。

期
間

7
月
幻
日
間
j

8
月
幻
自
幽

※
会
議
室
、
展
示
室
は
、
開
館
し
ま

す
。

※ボケ老人介護相談電話室

むお

安
全
を
祈
っ
て
山
開
き

(謡
、
多
良
山
系
黒
木
登
山
口
)

大
村
山
岳
会
、
ガ
¥
シ
ズ
ン
を
前
に
「
自

然
を
守
り
¥
安
全
な
登
山
を
L

と
山
開
き
行

事
を
行
い
¥
会
員
や
親
子
連
れ
、
地
元
の
人

だ
ち
叩
人
ガ
参
加
。
式
典
後
¥
参
加
者
ら
は

多
良
岳
方
面
の
清
掃
登
山
を
行
い
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

お

5
月
1
日
号
の

7
ペ
ー
ジ

「大
村

花
ま
つ
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
、
入
場
料
無
料
と

あ
る
の
は
、
入
場
料
5
0
0
円
の
間

違
い
で
す
。
お
わ
び
し
て
一
訂
正
し
ま

す
。

市政だより(7) 
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0
0
0
6
0
 

0
e
o
 

s
e
4
3
6
3
 

お
茶
の
雲
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か・••
••• 

表
干
家
茶
道
講
習
会

期
間

毎
週
水
曜
日
、
午
後
6
時
却

分
i
8
時
初
分

講
師

井
上
二
左
子
先
生

申
込
方
法

直
接
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
へ
。

初
山
者
の
だ
め
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

期
間

7
月
i
臼
年
3
月
、
毎
週
月

曜
日
、
午
後
6
時
却
分
j

8
時
初

分
定
員

ω人

講
師

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会

会
長

中

沢

均

先

生

申
込
方
法

直
接
、
勤
労
青
少
年
ホ

ム
ノ¥0

0
0
6
 

少
年
野
球
大
会

期
日

6
月
日
日
出
、
日
日
間

場
所

市
営
野
球
場
ほ
か

開
会
式

6
月
日
日
出
、
午
後
2
時

チ
l
ム
編
成

ー
チ

l
ム
日
人
以
内

対

象

小

学
生
1
4
1
6
年
生

・
中
学
生
l
学
年
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
い
づ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単
位

で
編
成
し
て
く
だ
き
い
。
チ
ー
ム

編
成
が
困
難
な
少
年
団
は
、
隣
接

す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
合
併

を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

6
月
4
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

抽
選
会

6
月
7
日
出
、
午
後
2
時

市
役
所
第
7
会
議
室

※
競
技
中
の
傷
害
に
つ
い
て
は
応
急

処
置
の
み
行
い
、

主
催
者
は
一
切

の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

第
叩
回

久
住
山
へ
登
り
ま
せ
ん
か

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日

5
月
紅
白
出
j

6
月
1
日
制

場
所

久
住
山

参
加
料
・

大
人

8
0
0
0
円

・
子
供

6
0
0
0
円

定
員

犯
人

出
発

5
月
白
日
出
、
午
後
2
時
、

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
三
城
公
園

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳
会

(宮
昼
一@
2
7
3
6
、

夜
@
5
1
9
6
今
里
)

※
登
山
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
雨
具
の
用
意
も
お
忘
れ

な
く
。

鱗

o 
o 

O
 

C
A
 

趣

味

の

家

庭

園

芸

期
間

5
月
下
旬
1
臼
年
2
月
、
月

1
1
3
回
、
土
曜
日
、
午
後
l
時

却
分
1
3
時
却
分

場
所

大
村
園
芸
高
校

内
容

庭
木
、
草
花
、
盆
栽
、
野
菜
、

加
工
な
ど

講
師

大
村
園
芸
高
校
教
諭

対
象
・
定
員

成
人
、
初
人

※
初
心
者
で
、
今
ま
で
受
講
し
て

い
な
い
人
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

受
付
期
間

5
月
四
日
開
1
泊
目
的

申
込
方
法

電
話
で
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ

支
」い
。

ぬ
ゆ
⑧
⑨

@

8

⑧
⑨
⑧
@
仏
川

続
は
、
百
害
あ

っ
て

一
利
な
し
と

も
い
え
ま
す
。

子
育
て
に
と
り
、
万
能
薬
は
な

い
よ
う
で
す
。
そ
の
時
そ
の
時
を

大
切
に
し
て
、
根
気
強
く
が
ん
ば

る
外
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
社
会

的
に
も
理
解
の
あ
る
家
庭
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
多
い
と
か
・
:
。

厳
は
、
は
で
な
も
の
で
な
く
、
地

道
な
も
の
で
す
。
お
互
に
忙
し
い

体
。
そ
の
中
で
、
立
派
な
社
会
人

に
育
て
た
い
も
の
で
す
。

元
イ
ギ
リ
ス
日
本
学
校
長

大

石

重

徳

日?っζプ72亡てで7rを で持やし で日
. 強いまもめ薬 褒るをと なは遊るて唄 見まはち つ得毛し常
iのったなすでめこもきっ、んで、のつ ペながてなず
i強ば、 f) ぎすると つはて子でし注 こ け いい依か、う意
j制な叱ま は 。の デ ア 、 、 体 や 土音 とた子でつし つ私カ;外

j rZ15 ド主塁打行; 片山U25H戸 の持~一一 、失うにいとは い ぶ に じ 気ち必
志 容量 ...."IJ 自敗かかっ を 、 の こ言'y 峠 将司

!~.\\:r...;*_ ~ "，/¥』…--_.:'" ，¥ 弘 墨 足当選 分や 。 、願、自 でと う子 持 爪Y
利 回想種情~""-; . 1IIよtと2込型車型匙置 が不 出 い 子 分 はが 言る 丸 <J~ 
i守谷亀裂聖心身柄3週間圏r・阻F 子 作 るや供が な 、葉とソ 内々
は し長; 謂供法 気 l 為 き v 

※人口 7万人達成田あてクイズ実施中 (5月31日までです。問い合わせ:広報公聴課)

ガンバレ)
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宮

@
3
7
6

7

明
日
の
親
の
た
め
の

教

室

こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

に
な
る
皆
き
ん
、
二
人
で
育
児
の
勉

強
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

6
月
幻
日
樹
、
午
後
6
時
却

分
1
8
時
却
分

※
受
け
付
け
は
、
午
後
6
時
よ
り

場
所

市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

物案内司τ

む

展

おお市政だより(9) 

対
象

夫
婦
却
組

内
容

赤
ち
ゃ
ん
の
入
浴
の
さ
せ
方
、

子
育
て
と
親
の
役
割

申
し
込
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

市

メ
l
シ
ョ
ン

)

大
人
に
な
る

っ
て
(
性
教
育

工
ク
レ
戸
会

お

か

し

作

り

教

室

手
作
り
お
や
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
間

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
、
午

前
日
時
j
正
午

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

材
料
費

月
1
0
0
0
円

連

絡

先

宮

@
7
1
5
4
(
田
中
)

映

画

ゐ
E

aa司
大村の貴重な歴史を保存し¥皆さんに公開している史

料館では¥新しい資料を展示いたしました。

ご家族¥友だ、ち¥お揃ろいでご来館ください。

新しい展示物

大村藩領給図の複製¥松林飯山勉学の書¥江戸時代以

降の孝史料書¥学制の愛遷¥山中清一郎先生油総など

開館時間

水躍白~日曜日 午前8時30分~午後5時

火曜日午後 T 時~5時

※月曜日¥祭日は休館します。

問い合わせ 史料館 (ft⑮ 19 7 g) 
民

日
時

5
月
μ
日
出
、

3
時
初
分

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ル
ム
名

・
愛
の
あ
る
町
(
市
民
教
育
)

・
と
ら
ね
こ
め
い
た
ん
で
い
(
ア
ニ

午
後
2
時
j

第25回簡易保険・郵便年金

小学5年生~中学3年生

①課 題・・・簡易保険¥郵便年金に関係あるも

の
②自由題一-日頃考えていること¥思っている

こと¥感動しだことなど

③記念題一.21世紀~私だちは

小学生 400字詰め原稿用紙3枚程度

中学生 400字詰め原稿用紙4~5枚程度

応募期限 6月30日(日)

応募・問い合わせ 各郵便胃

泊三3ヨミ公匂~1l9
格

マ

資

-

募

-
応

テ

みんなで賄おうH本の血液
わたしたちは今、長寿時代を迎えていま

す。同時に 、医療の進歩によって、一昔前

ならば不可能だった手術も可能になり 、血

液が不足しがちです。あなたのさしのべた

腕が尊い命を守ります。献血車の巡回献血

にご↑品力ください。

献血車巡

原稿枚数

月.日 時 間 場 所

9: 00-12: 00 県立建設大学
5. 22休)

13 : 00 -15: 00 市立病院

9:00-9: 30 長崎 日産自動車

23幽 10 : 00 -11 : 30 市水道部

12: 00 -15: 30 自動車試験場

27(火) 9:00-15: 00 大村浜屋前

程日回

福祉課社会係

※青少年に関する悩みの相談は少年センターへ

問い合わせ

(コミセ ン内、企(3161)

日本犬教室

秋田¥紀州、四国¥柴犬など¥日本犬を飼育の皆さん¥

多くのご出陳をお願いします。

期日 5月25日(臼〉¥雨天決行

場所 太陽産業 (松並 7丁目〉

講師 日本犬審査員芳目先生

出陳料 マ頭1，000円

申し込み・問い合わせ

日本犬保存会長崎支部大村分会 (ft(@67 34寺田〉

天然記急物
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市
営
住
宅

(
松
並
第
一
ア
パ
ー
ト
・
新
築
)

入
居
者
を
募
集

所
在
地

松
並
一
丁
目
1

5
7
1
2

構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建

戸
数
・
第

一
種

l
μ
戸

・
第
二
種
l
凶
戸

間
取
り

6
畳
3
問
(
和
2
、
洋
1
)

D
K
、
浴
室

・
洋
式
水
洗
ト
イ
レ

家
賃
(
予
定
)

-
第
一
種
1
3
万
円

-
第
二
種
1
2
万
4
0
0
0
円

入
居
予
定
日

7
月
1
日
閃

申
込
期
限
5
月
初
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
住
宅
係

制 40義警
大年資窓
学 4格 刀て

を月 骨
卒 1昭 邑
業日 和 +市
( 生 34~ l'不

Ei T重用
Zて?喜試
34?き験 美佳ちゃん ・木場1丁目)

み力

し
た
人

受
付
期
間
6
月
9
日
間
1
幻
日
間

試
験

(
一
次
)
7
月
却
日
制

試
験
地

長
崎
市

問
い
合
わ
せ
大
村
警
察
署
(
宮
@

3
1
2
6
)
、
派
出
所
、
駐
在
所

(床島

国

税

専

門

官

募

集

夫
妻
薬
害
民
)

受
験
資
格
昭
和
弘
年
4
月
2
日
j

ω年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付
期
間

5
月
日
日
幽
1
n
日
幽

試
験

7
月
ロ
日
出
、
日
日
同

試
験
場

福
岡
大
学
高
宮
校
舎

問
い
合
わ
せ
福
岡
国
税
局

(宮
福

岡
山
1
0
0
3
1
)
、
諌
早
税
務

署
(
②
1
3
7
0
)

狩
猟
免
許
試
験
と

狩
猟
者
適
性
検
査

。
狩
猟
免
許
試
験

期
日

二
次
)
6
月
刊
日

ω

場
所
・

県
勤
労
福
祉
会
館

(
長
崎
市
)

・
県
北
振
興
局
(
佐
世
保
市
)

受
付
期
間

5
月
日
日
嗣
j
n
u
日
出

。
狩
猟
者
適
性
横
査

対
象

昭
和
回
年
4
月
1
日

l
m
年

3
月
汎
日
ま
で
に
狩
猟
免
許
を
受

け
て
い
る
人

期
日
・
場
所

・
7
月
口
日
附
県
北
振
興
局

・
7
月
刊
凶
日
岡
県
勤
労
福
祉
会
館

受

付

期

間

6
月
ロ
日
嗣
i
m
日
出

。
申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

県
自
然
保
護
課

(宮
長
崎
@
1
1
1
1
)

自

官

募

衛

。
一
般
幹
部
候
補
生

資

格

大

学
卒
業
者

(見
込
を
含
む
)

で
お
歳
未
満
の
人

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
は
お

歳
未
満

受

付

期

間

6
月
1
日
制
1
7
月

5

日
仕

試
験
日
7
月
刊
日
嗣

試
験
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

。
婦
人
自
衛
官
(
陸
)

資

格

問

歳
j
お
歳
の
女
子

受
付
期
間
5
月
お
日
間
1
7
月
5

日
仕

試
験
日

7
月
比
日
開

試
験
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

@
二
等
陸
海
空
土

資

格

問

歳
1
お
歳
未
満
の
男
子

受
け
付
け

常
時

※
試
験
日
・
場
所
な
ど
は
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

@
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1

7
)
 

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

募

集

手

資
格
・

昭
和
お
年
6
月
初
日
j
叫
年

6
月
却
日
生
ま
れ
の
人

3
4
9

晶
議
現
暫
神
u
'
J
a

集

-
身
長
1
1
6
5
m
以
下

.
体
重

1
日
旬
以
下

.
視
力

l
裸
眼
で
両
眼
と
も
川
以
上

※
色
盲
は
不
可

・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

応
募
期
限

6
月
9
日
間

応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
モ
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(干
郎
刊
明
日
郷
日
、
宮
(
⑪
6
1

9
4
)

《香
典
返
し
》

文
化
基
金
へ

マ
石
橋
ト
ミ
(
池
田
新
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
岩
永
光
正

(
判
明
吊
郷
)
叩
万
円

マ
江
上
シ
ゲ
ノ
(
竹
松
本
町
)
叩
万

円
マ
石
僑
ト
ミ

(池
田
新
町
)
7
万
円

マ
浦
山
重
二

(西
部
町
)
3
万
円

マ
当
房
秀
雄
(
吹
出
郷
)
叩
万
円

《
一
般
寄
付
》

敬
称
略

福
祉
基
金
ヘ

マ
古
川
文
雄
(
培
野
町
)
初
万
円

清
和
圏
へ

マ
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
、
森
・
由
1
色町

・

岩
井

・
末
永
理
容
院
l
奉
仕

マ
も
み
じ
会
1
慰
問

泉
の
里
ヘ

マ
熊
野
和
良

(
諌
早
市
)
叩
万
円

マ
花
満

l
花
束

マ
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
短
大
、
吹
烏
青
年

団
、
大
村
青
年
会
議
所
、
家
族
会
、

敬
称
略

凶

H
M
g
r
z

県
営
住
宅

入

居

者

を

募

集

新
築
(
桜
馬
場
)
お
よ
び
、
空
家

補
充
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

用
紙
配
付
5
月
初
日

ωか
ら

受
付
期
間
5
月
初
日
開
1
初
日
働

問
い
合
わ
せ
県
住
宅
供
給
公
社
大

村
事
務
所
(
宮
@
6
8
2
5
)

( 5 日 ~10 日・重量級選手権、 14 日 ~18 日、 28 日 ~7 月 1 日)

赴

大
川
田
町
老
人
会
、
好
田

・
井
手

・
鈴
木
、
和
田
理
容
院
l
奉
仕

マ
大
村
歌
謡
愛
好
会
、
大
村
歌
謡
ク

ラ
ブ

l
慰
問

草
山
盲
牢
壮
ヘ

マ
早
川
輝
夫

(西
大
村
本
町
)
叩
万

円
マ
杢
尾
長
次
郎
(
東
彼
杵
町
)
5
万

円
マ
西
千
秋
(
西
大
村
本
町
)
初
万
円

マ
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、

向
陽
高
校
衛
生
看
護
専
攻
科
、
春

菜
会
、
肉
の
ハ
マ
サ
キ
、
井
手
文

武
外
5
人
l
奉
仕

鈴
田
の
里
学
園
へ

マ
早
川
自
動
車

1
ア
ィ
ッ

シ
ュ
ペ

l

清
和
園
・
草
青
年
壮
ヘ

マ
松
尾
二
三
男
(
須
田
ノ
木
町
)
果

'
相
川
刈

坤
イ
ー

パ
ー
ル
ハ
イ
ム
ヘ

マ
北
地
区
民
生
委
員
協
議
会
1
鰻
頭

撃
と

※ 6月の大村ボート
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